







] 簿記教育における導入方法の問題 a 資本の元入取引記帳
a 三つの導入法 b 商品売買取引の記帳理論
b いかなる業種（業態〕の簿記によるか c 清算表の構造と大陸式・英米式決算法
































































































































































































































































































































































































































































































































2〕Walb,E., Die Erfolgsrechnung-Privater und Offentlicher Betrieb. Eine Grundlegung, 
Berlin 1926, S. 57.戸田博之訳『E.ワルプ損益計算論』（上巻〉，千倉書房 1982年， 41ペー ジ
3 〕戸間義郎「簿記~ 89ペー ジおよび119べ－／参照
16 立教経済学研究第44巻第1号 1990年


























（借方〉商品 40円 （貸方〕現金 40円
というものであヮた。商品勘定の借方・に40円と記入する。勘定をつぎのように図示する。 6月
15日に1個5円て全部現金で売ってしまった。これは
（借方〉現金 50円 （貸方〉商品 50円
商品




































































































つ勘定として，たとえば Teaand China Ware Ledger account （茶・陶磁器元帳勘定〉，




























































T/B 修正記入 P/L B/S 






T/B 修正記入 P/L B/S 
繰越商品
｛土 入 40 




























































































































































































































は思えな＇ ¥ 0 これは体系化は困難なものか，それとも必要のないものか，今後の研究の必要が
感じられるが，これは文字通りの「序説Jである。不可能なことはないとおもうが，沼田教授
のいわれたように大いなる努力を必要とするであろうっこの基本原理を，決算中心簿記の原浬
と比較して，みつめてゆきたい。
〔附記〕筆者は1990年3月17日（於専修大学〉，日本簿記学会第五！日l関東部会で，「大学におけ
る簿記教育の現状と問題点」と題した報告，そして討論を行なった。その準備のなかで書きあ
げられたものが本稿である。司会の大薮俊哉教授（横浜国大〕をはじめ，報告を聞いて下さっ
た方々，貴重な御質問を下さった方々に感謝する。
